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 週刊149号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。あびこ浩子です。 

  

 2月８日(月)から10日(水)までの3日間、2月臨時議会が始まりました。 

案件は、新メンバーで始まった議会の役職を決めること、所属する常任

委員会、特別委員会などを決めること、本会議場での議席の決定など、

これから議会活動を展開していくため必要な事を決めるための会議が中

心です。市長からは「人権擁護委員推進につき意見を求めることについ

て」2件、専決処分した「コロナウイルス感染症への対応に係る練和2年

度一般会計補正予算（第11号）」についてが提出されました。3日目に

市長提出案件が議論・採決される予定です。一番時間がかかるのが役職

決めです。これは会派から各一人の代表者（選考委員）を出して、役職

決めをする選考委員会を発足して決める流れとなります。この会議で決

まらない時は選挙・投票で決まることになります。会派間での力関係や

思惑が働きなかなかすんなり決まりません。選挙後最初の選考委員会で

すので、選挙結果が会派の発言力に影響してくる模様です。 

私は今期も「い

ばらき未来の

会」の会派に

私、稲葉議員、

西本議員と3人で

所属します。 

 

 2月8日付での

茨木市の新型コ

ロナウルス感染

状況ですが、2月

7日（日曜日）更

新  2月7日に追加された方は1人で、累

計は997人です。 

 

臨時議会が始まりました！ 

（2月8日～10日） 
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【あびこ浩子プロフィール】 

 玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里

高校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都市

研究科共生社会研究分野修士課程修了／

大学時代銭原キャンプ場でカウンセラー

として活動 

 1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨木

市立三島中学校へ転任1990退職／2000

沢池幼稚園PTA会長／2002穂積小PTA会

長／2006茨木市PTA協議会会

長／2004NPO法人Chacha－House 代

表理事/2006穂積小校区青少年健全育成

運動協議会会長／2006NPO法人子育て

広場全国連絡協議会理事／2011穂積地

区自主防災会会長／2012穂積地区福祉

委員会副委員長／2020穂積地区福祉委

員会顧問 

 2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初当

選／2009・1選挙2期目当選／2013・１

選挙3期目当選／2017・1選挙4期目当

選／2021・1選挙5期目当選 

穂積地区 在住 

「ほっとけん」と一緒 

01/17～01/23  73人 

01/24～01/30  33人 

01/31～02/06  26人 
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電話・ＦＡＸ  ０７２（６５５）８４６０（留守時

はメッセージをお願いいたします。） 

Email: contact@hiroko-abiko.jp 

茨木市紫明園１０－７４－４０５ 

http://www.hiroko-abiko.jp 

あびこ浩子連絡先 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

「毎週火曜日・木曜日の朝はJＲ茨木駅西口下、水曜日の朝は南茨木駅、金曜日の朝は阪急茨木市駅東口南側」に

てご挨拶と週刊通信の配布をしています。お声をかけていただけましたらうれしいです。しかしながら、まだま

だ感染予防に気をつけねばなりません。状況を見ながらご挨拶させていただこうと思っております。 
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 新型コロナウイルス感染症の影響を受けている、在

宅で生活を送る要介護者・要支援者・事業対象者に対

し、給付金を支給します。 

 

1支給対象者  

 茨木市内に住民票を持つ65歳以上の在宅要介護・

要支援認定者、事業対象者（令和2年10月1日時点） 

ただし、申請時において亡くなられている方、他市へ

転出している方、在宅重度障害者へのあんしん支援給

付金の対象者は除きます。 

2支給額  

 対象者1人あたり1万円 3申請方法 長寿介護課より

対象者宛に申請書を郵送いたしますので、ご記入の

上、ご返送ください。 

申請書でご指示いただきました銀行口座宛に申請書到

着分から順次、振込みを行います。 

申請書は発送済です。  

4申請期限  

令和3年3月20日（土曜日）（当日消印有効）  
注意1：同封の返信用封筒の宛先は尼崎市の専用事務セン

ターとなっています 。 

返信用封筒の返信先住所 

〒660-8790 

尼崎市東難波町五丁目十七番二十三号 第一住建尼

崎ビル六階 株式会社バックスグループ 
茨木市 在宅生活を送る要介護者等へのあんしん支援給付

金 事務センター 

※当事業については、茨木市個人情報保護条例を遵守できる事業

所として株式会社バックスグループに業務を委託しています。 

在宅生活を送る要介護者等への 

あんしん支援給付金給付事業について  

「人権問題講演会」開催のお知らせ  

コロナ差別を通じて 

ハンセン病問題を改めて考える  

 私はかつて「ハンセン病（退所者）支援セン

ター」で職員として働いていた時期がありま

す。国の制度により、ハンセン病にかかったこ

とを理由に隔離され、家族からは死んだことに

され、堕胎を強制的に受けさせられ、死ぬまで

隔離施設から出られなかった方々を支援する活

動をしていました。病気にかかると差別を受け

ていた事実、感染しないとわかった後も国が隔

離政策を進めていた歴史を二度と繰り返さない

ために、「コロナ差別」を許さない社会であら

ねばと思っています。 

【日時】 

2月13日（土曜日）10時～12時 

【テーマ】 

「コロナ差別を通じてハンセン病問題を改めて

考える」 

【内 容】（オンライン開催です） 

DVD1.「邑久光明園オンラインフィールドワーク」 

DVD2.「ハンセン病問題をなぜ学ぶのか」 

DVD3.「退所者体験談」 

【配信（会場）】 

総持寺いのち・愛・ゆめセンター 下記のメール

アドレスにお名前住所メールアドレスをお書きいただ

き、送信ください。 sojiji_ai@city.ibaraki.lg.jp  


